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Nitze像 か え る
大阪市立大学教授 田 村 峯 雄
大阪市立大学医学部 の発祥 は遠 く,大 正13年,豪 商岸本吉左衛門氏の寄 附によつ て設立せ
られ た大阪市立市民病院であつて,当 時 の初代皮膚科泌尿器科医長は久保 山高敏先生 てある.
故久保山先生 の幾多の論文を見 る と,先 生は皮膚科 よりも より多 く泌尿器科学に興味をもつ
ておられた と推定す ることがで きる.久 保山先生の遺 された医学書の一 つに高橋明先生著,
膀胱鏡図譜(昭 和12年)が ある.本 書 の第一頁に膀胱鏡 の発 明史概略 として,MaxNitze
が膀胱鏡 を発 明す るに到つた過程 がやや詳 し く記 されている.
1805年PhillipBozziniが始めて人体 の管腔内部の状態 を知ろ うと欲 して研究を開始 し,
喉頭鏡及 び膣鏡の発明に成 功 したこ と か ら端 を 発 し て,S6galas(1826),Desormeaux
(1852～1865),Bruck(1867),Grtthnfeld(1874～1876)等の研究 を経 てEndoscopeの進歩
があ り,遂 にMaxNitzeに到つて,1879年,Kystoskopとい う名称 の下 に公表せ られ た.
その後1887年にはMignonlampeを膀胱鏡 の階部に とりつけ ることに成功 し,こ こに於 て
始めて膀胱鏡 の真価が認め られ,今 日に於け る泌尿 器科学発 展の礎をな したものである.
泌尿紀要,第4巻,第7号 巻頭 に金沢博士 はNitze嫁に想 うと題 して,武 井器械店創業41
周年並に会社設立10周年 を記念 して,Nitzeの肖像 を贈 られ たことが述 べ られ てい るが,恐
ら く当時各方面に贈 られ たもの であろ う.
今私はNitze像 にむかつ てペ ンをとつている.こ の像は今春,私 の転室 にともなって,
誰 か らともな く,私 の新室 にもつてこられた ものであるが,私 はその経路 を問はないことに
して,像 を座右に安置す ることにした.そ して更めて本学 に於け る泌尿器科学講座 の創設に
遭進す ることを誓 つた.
それに しても近代医学は科学的医学の 目ざ ましい発展 にともなつて,専 門的ないわゆ る精
細化をな しっっあるのであるが,こ れに よつて医学 のあ りかた,医 師 の根本義 が変 つてしま
つたかのご と く考 えられ るが,広 く臨床 医学 の 日常 に於 ては全 くそ うでは ないのであって,
そのために最近一部 では新 ヒポ クラテス主義 などが唱え られ て,医 師 のあ りかたについて危
憂を抱 か しめている.即 ち 「医学は極 端な機械的立場 を去つ て,そ れが本来あ るべ き姿 とし
ての純粋科学 と,哲 学的 道徳 とを包含 した全人間的立場 を進 むぺ き で あ る.」(J.A.M.A.,
Vol.178)とい うような論 説が でて きている.
このよ うな観念的誤謬 は医師の側 だけではな く,患 者の側に もあるのであつ て,近 代 の政
治,経 済,思 想 等の,い わゆる社会的環 寛の不均衡 にもとず くもの と思はれ る.
AlexisCarrelは「医者の甚 しい専 門化 は恐 るぺ き害毒 を もた らす 病人が いろいろの部
分 に分割 され,一 つ一つの部分に専門家がある.こ の専門家は開業 このかた,人 間 の一小部
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分 に没頭 しすぎて,そ の部分を知 ることさえで きないほ ど全体 について完全 に無知 である・
同 じような事情 は,教 育家,宗 教家,経 済学老,社 会学者等 で,専 門 の分野に入 る前に・人
間全体 の知識を獲得 しなかつた人人の間に起 つている.専 門家の優越 それ 自体が危険な ので
ある」 といつている.こ の言葉の受 とりかたは人それぞれに よつて 異 な るであろ う.
このような思想か ら漸次拾頭 して きたのがPsychosomaticmedicineであつ て医学の専門
的 な領域の精細化 の半面,綜 合的 な観方にも再 び関心が もたれて きた ようであ る.精 神病理
学 と身体病理学,心 理学 と生理学,機 能 と形態,心 と体 な どと,広 い視野 を学 問の領域 とし
て,全 体的な立場 に戻ろ うとしてい るのである.
Psychosomaticmedicineの基礎的事実 としては,Cushingが脳室内 に ピロカル ピンを注
射 して消化性潰瘍を作 ったこと,Beattieが視床下部の電気刺戟 によつ て胃潰瘍 を発せ しめ
た こと,Arrderson等が羊にPavlovの条件反射を利用 して,識 別の困難 による緊張状態か
ら,心 搏 の結滞,期 外収縮 を起 こさしめた こと等 を挙げ,ま た人に於 ては情 動 と自律神経 と
の関係か ら生ず る,種 々な身体的変化 の事実を列挙 している.
精神身体医学の範囲は区々であるが,Wittkowerは,1)心理的因子 と他 の因子 との結び
ついた機能的或は器質的疾患,2)心 理的因子以外のものに よる疾患 では あつ ても,心 理 的
因子が罹患 しやすい素質を作 つていた り,或 は促進的役割を しているもの,3)不 具 の 如 き
心理的因子 でない原 因でも,人 間 に強い情緒的障害 を及ぼす ようなもの,等 を含 めてい るが,
一般的 には,精 神神経病学 と一般医学 との境界領域に介在す るものと解 され る.
以上 のPsychosomaticmedicilleに就ての私 の知識は もとよりgooddigestでは ない.
これは3年 前か らの本学附属厚生学院(看 護婦学校)に おける,医 学概論 の講義 を押 しつけ
られた時 の,窮 余の一夜漬原稿 の一部である.
因に系統的疾患 として よく整理研究せ られているわ が泌尿器系統の疾患では,こ の よ うな
領域 に属す ると思われ るようなものは甚だ少ない.Alexanderは精神身体 現 象 に 心 因 性
(Psychogenesis),ヒステ リー性転換(Histericalcollversion),情動因子 の特殊性(Spe-
cificityofemotionalfactors)なる基 本概念 をたて,自 律神経 の失調 に関 しては,情 動緊
張 の慢性化 に伴 う自律神経性後退Vegetativeretreatをあげてい る.又 情動 因子の特殊性
については器官選択性・焦点葛藤・器官服従乃至はOrganlanguageなどに関連 した見方
をしているが,多 くの情動因子の影響 をうけるであろ うと思われ る,性 機 能障害 と,恐 ら く
は これに密 に関連するであろ う排尿障害の一 部に於 てはpsychosomaticな疾患或は症状が
成立するのではなかろ うか.然 しその精神分析 はす こぶる容易 ではない
